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第８回高萩市立小中学校適正規模・適正配置検討委員会の開催結果 

 

１ 日  時 令和５年 12月 25日（月）午後２時～午後３時 20分 

 

２ 場  所 高萩市役所３階 庁議室兼災害対策室 

 

３ 出席委員 14名 

  加藤崇英委員長、國井春美副委員長、稲野邉親委員、大谷勝一委員、 

 岡部晃美委員、綿引このみ委員、小室博子委員、徳永彩香委員、 

 神代みゆき委員、 圷栄樹委員、斉藤えり奈委員、大武時男委員 

大足光司委員、寺岡七郎委員 

 

４ 欠席委員 2名 

 今橋優子委員、田邉主計委員 

  

５ 出席職員  大森壮一教育部長、   和田真一学校教育課課長、 

  小森日路子教育総務課長、豊田長教育総務課課長補佐 

 

６ 内  容   議題 

（１）実施計画（案）の検討 

（２）台風 13号による高萩市立松岡小学校の被害状況 

 

７ 配布資料  

資料１ 高萩市立小中学校適正規模・適正配置実施計画（案） 

資料２ 高萩市立小中学校適正規模・適正配置実施計画（案）概要版 

資料３ 令和５年台風 13号による高萩市立松岡小学校の被害状況 

 

８ 会議の概要 

検討委員会開始前に高萩市議会議長の改選に伴い、寺岡七郎委員を補充選任した。 

検討委員会では前回に引き続き、高萩市立小中学校適正規模・適正配置実施計画

（案）の検討を行った。前回までに指摘のあった箇所を中心に再度検討を行った。 

 

（以下、委員からの意見・質問等と事務局の回答） 

・学校建設費はどのくらいになるのか。学校用地はどこになるのか。 

→来年度から策定に着手する学校施設整備基本構想等で試算、検討していく。 

・学校の小規模化は教育上のデメリットになるのか。子どもの社会性育成におけるデメ

リットになるのではないか。 

→実施計画中の策定の背景と必要性について、一部修正することとする。 

・学校用地の選定に関し、UPZ圏内について配慮すべき。 
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・2月４日の説明会は小中学校の保護者だけでなく、幼児施設の保護者にも周知してほ

しい。 

・11ページ中の“中一ギャップ”を国の表現に合わせ“いわゆる「中一ギャップ」”に

変更。 

・12ページ中、“～良好な教育環境が確保できた場合に集約”の表現は現在の学校が良

好では無いように捉えられる。 

→“集約の検討をする”のみに修正することとする。 

  


